
TMR(完 全混合飼料)に よる高泌孝L牛の飼養法

(畜試  乳 牛部)

上ゃ背景とねらい

字L牛の遺伝的能力を充分に発揮させる飼養法として,TMI‐t(完 全混合飼料)が 取り入

れられつつあるが,組 み合わせる飼料,保 存法等まだ充分な検討がされていない。

このことから,岩 手が中心になつて東北 ・北海道の7試 験場が共同で試験した成果の中

で当場の成緩を主体にまとめ,給 与モデルを示し,普 及奨励事項に供する。

2、 技術の内容

1)給 与モテれ及び給与水準 (乳量8,000k雷)・………。表-1

群分け基準,日 標乳量,組 合せ飼料例 ,混 合飼料成分等の基準を示 した。

2)飼 料の混合 ・給餌

飼料の調製は1日 1日 ,組 み合わせる全ての粗飼料 ・滲厚飼料が均一になるように混

合する。均一混合 ・採食性から乾革等長い粗飼料は5cm程 度に細切 し,水 分は40～50

%程 度に調整する。給与は2回 に分け,残 銅が多少残る程度与える (不断給餌)。

3)TMRの 保持技術

混含飼料が,発 熱 ・変敗するときの対策はフ
°
口と

°
オン験をサイレ‐シ

｀
に添加し,TMRの 材料

とすれば良い。添加量は気温が15℃程度ならサイレ。シ
｀
量の1%,気 温がそれ以上の時はT

MR全 量の1%を 添加する必要がある。メロヒ
°
オン酸等の変敗防止剤を使わない時は給与の

都度 (1日 2回 )調 製する。

4)群 分け

飼養牛は原則として,泌 字L期を分娩後の搾乳日数により3期 (前期100日まで,中 期2

00日まで,後 期乾諄しまで)に 区分し乾字と期牛を合わせ4群 編成とする。緊養牛舎ではキ

を移動し,群 毎に牛床をまとめると管理しやすい。

5)期 待できる効果

(1)乳量増加……従来の分離給与に比較しTMRは 泌乳と
°―ク以降の字と量が高位に持続する

傾向がみられ,1泌 宰L期乳量が多くなつた。また,実 態調査で農家が共通して上げた利

点は乳量増加であり,経 営調査農家におけるTMR導 入後産平L量も増加していた。

(2)飼料給与の合理化……TMRは 選択採食が出来ないので常に'ちヽンスの取れた飼料給与

ができ,曙 好性の悪い飼料も,嗜 好性の良い飼料と組合せることで有効利用できる。

(3)個体間競合の防止……均一な鋼料を不断給餌するTMRは 飼料採食時に,個 体間の強

弱による競合がないため弱い牛も充分に採食できる。

6)経 営経済的評価

試験成績を用い試算した経済評価では,産 宰L増加による収入が,TMR実 施に伴う経

費の増加を上回り,TMRは 経営としてよい効果が期待できる。
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3.普 及上の留意事項

1)こ の試験はスタンチョン式繁義午舎で実施し,容量約l m3の小型混合機及び給餌車

を用い,飼料給与及びモデル作成は日本飼養標準 (1987年版)字L牛に基づいて行つた。

2)TMRは 字と期に合わせ群分し,飼料も基準に合わせ3種作るのを原則とするが,労   |
力の関係で1種 のみの調製しか出来ないときは,TMRが 最も効果を発揮する泌乳前期

に用いることが望ましい。変則的TMRの 導入は障害が出るおそれがあるので注意する

3)TMRは フリース トールのような,群管理牛舎に最も適合した技術であるが,混 合

機を持たない小規模繋養牛舎においても,労 力はかかるが,飼 槽の前で混合したり,飼

料を箱に層状に入れて混合しながら給与する方法でも,同 じ効果は期待できる。

4)行 動調査の結果TMR前 期群は反観時間が短い傾向を示した。今回の試験において

乳脂率低下はみられなかったが,低 下する場合は,粗 飼料の切断長を長 くする。

5)群 分けは分娩後日数により編成するが,泌 乳量が少ない場合は期間以内でも次期群

に移行させないと,過 肥になる恐れがあるので,適 宜調節する。

4.関 連試験課題名……地域飼料をベースとした混合飼料 (TMR)に よる高泌字L牛の飼

料給与基準設定に関する試験

5.参 考資料……………東北地域重要新技術研究成果 NO,11「 地域飼料資源の高度利用

による東北 ・北海道型 高 泌字L牛飼養技術の確立」 平成2年 10月

表-l TMR調 製給与水神

泌乳ステージ 乾乳期 泌字と前畑 泌孔rttJ切 泌乳後,切

給与A可料

飼料名ほか

乾革 TMR一 】 TMR― 工 TMR一 III

60日間

分娩後
1 0 0日

分娩後
200日

分娩後
305日

五

量

体

乳
(k〔)
(kg/日)

０

３

一
頭

当

り

温

合

飼

料

卜,ttロコン・サイレーメ
・

/1レフ/1レフア・サイレーシ
・・

乾 革
イナワラ

ピー トパルプ

配合飼料

西3合飼料Ⅱ

飾 実

(飽食)

０

０

０

(kg/日 )

2 , 2

9 . 0

3 . 0

2 . 0

20.0(kg/日)

4 . 0

3 . 0

1 . 0

8 , 0

1 . 0

23.0(kg/日)

3 . 4

4 . 5

T D N

C F

C a / P

粗飼料割合

斉

斉ＤＭ
ＤＭ
　
一例

73.2

19.7

1 . 6

47.9

7 1 . 9

19,9

1 , 5

57.3

68.8

1 9 . 2

1 . 5

70。8

注 1 乳 ま8,000kg、乳】8率3,打  注 2 群 分け :泌7し畑3期 に部分けする

注3 /1yフヵレフア・サイレ‐シ
…
7kgはヘイキユ‐ガ2,9kgと4kgは1,Skgと代替可能
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